
 

議会基本条例の検証作業に伴う令和７・８年度柴田町議会行動計画 

 

議会基本条例チェックシートでの検証で出された課題を踏まえ、令和７・８年度において新

たに取り組むべき改革項目を以下のとおりとします。 

なお、今回の検証で出された他の課題については、令和９年度以降への積み残し課題とし、

令和８年度に行う次回の検証結果と合わせ、令和９年度以降の行動計画に盛り込むことを検討

します。 

 

１．情報公開のさらなる充実 

　議会の透明性の確保と町民への説明責任を果たすため、引き続き情報公開手法の拡大と内容

の充実化を図り、次の取り組みを行います。 

1 既存ホームページの内容の充実及び町ホームページから独立した柴田町議会独自のホー

ムページ立ち上げに向けた研究 

2 議員全員協議会及び議会運営委員会等のインターネット中継の検討 

3 ＳＮＳを活用した情報発信の促進 

 

２．住民参加の促進 

　「町民に開かれた議会」の実現のため、議会運営等に関して町民からの意見や提言などを聴

取し、今後の議会運営に反映する手法として、先進事例の状況などを踏まえ、議会モニター制

度の令和８年度導入に向けて調査研究を進めます。 

　議会懇談会については、一般懇談会の見直し（出向いての開催や分散開催の見直しなど）を

含め新たな開催手法を検討し、住民の参加を促進します。 

 

３．議会政策サイクルの定着 

　令和元年度から始めた「議会政策サイクル」を柴田町議会としてさらに深化させるため、予

算及び決算審査特別委員会における提言をまとめる際の目標（予算審査では、予算の組み替え

や修正ができるまとめ方。決算審査時には、次年度の予算で実現したい提言や政策提案ができ

るまとめ方）を議論するルールを確立します。 

 

４．議会図書室の有効活用 

　議会図書室の図書を、常任委員会における調査研究や政策立案に効果的に活用し、議会全体

の政策的対応力と質の向上を図ります。 

 

５．議会基本条例の検証方法の検討 

　議会のありたい姿を考え直し、ありたい姿から見た現在の柴田町議会の状態を確認すること

ができる、より客観的な評価方法の確立のため、公益財団法人日本生産性本部の「地方議会成

熟度評価モデル」導入を検討します。


